
　
新
年
度
予
算
は
Ὶ
こ
れ
ま
で

議
員
７
名
か
ら
な
る
‎
予
算
審

査
特
別
委
員
会
‏
を
編
成
し
て 

Ὶ

そ
の
審
議
に
あ
た
ℕ
て
き
ま
し

た
Ί
し
か
し
Ὶ
町
民
の
生
活
の
た

め
の
最
も
基
本
と
な
る
新
年
度

予
算
に
つ
い
て
は
Ὶ‎
す
べ
て
の

議
員
が
か
か
わ
る
こ
と
で
Ὶ
よ

り
多
角
的
な
審
議
の
実
現
が
図

ら
れ
る
‏
と
の
考
え
か
ら
Ὶ
昨
年

秋
の
決
算
審
議
に
引
き
続
き
Ὶ

今
回
の
議
会
で
は
当
初
予
算
の

議
案
質
疑
を
３
月
11
日
・
12
日

の
本
会
議
で
審
議
し
ま
し
た
Ί

松
本
議
長

町
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し

た
町
職
員
の
採
用
と
人
事
評
価

は
。︵
総
務
費
︶

答
弁 

定
年
退
職
者
分
の
８
名
を
採

用
予
定
。勧
奨
退
職
者
は
確
定
し
て

い
な
い
の
で
在
職
者
で
賄
い
、欠
員

が
出
た
ら
臨
時
職
員
等
の
採
用
を

考
え
て
い
る
。な
お
、人
事
評
価
は
、

自
己
評
価
を
含
め
職
員
み
ず
か
ら

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

路
線
バ
ス
運
行
と
、
踏
切
道
保
安

設
備
費
の
内
容
は
。︵
総
務
費
︶

答
弁 

バ
ス
運
行
は
当
分
の
間
、
現

状
で
継
続
す
る
。踏
切
は
、中
小
前

田
地
区
の
工
業
団
地
北
側
と
旧
桜

沢
保
育
所
東
側
の
２
ヵ
所
で
安
全

対
策
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

熊
谷
保
健
所
寄
居
分
室
廃
止
に
伴

う
事
務
移
管
に
つ
い
て
の
考
え

は
。︵
民
生
費
︶

答
弁 

現
在
の
と
こ
ろ
、移
管
事
務
が

発
生
す
る
と
い
う
話
は
来
て
い
な
い
。

敬
老
祝
金
の
支
払
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。︵
民
生
費
︶

答
弁 

防
犯
上
の
観
点
か
ら
も
銀
行

振
り
込
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

太
陽
光
発
電
の
補
助
金
︵
発
電
出
力

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
７
万
円
。上
限
４

キ
ロ
ワ
ッ
ト
︶
の
手
続
は
。︵
衛
生
費
︶

答
弁 

国
へ
の
手
続
後
、町
へ
申
請
す

る
。国
と
町
か
ら
補
助
金
が
出
る
。

ご
み
収
集
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

伺
う
。︵
衛
生
費
︶

答
弁 

平
成
22
年
度
か
ら
全
面
委
託

す
る
予
定
で
あ
る
。な
お
、担
当
職

員
は
配
置
替
え
す
る
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
が
進
む
中
、
農
地
の
荒
廃
防

止
や
有
効
利
用
の
た
め
の
施
策
は

あ
る
か
。︵
農
林
水
産
業
費
︶

答
弁 

認
定
農
業
者
等
へ
農
地
を
面

的
な
形
で
集
積
す
る
こ
と
が
重

要
。
農
用
地
賃
借
料
一
部
助
成
制

度
の
対
象
を
拡
大
し
、
農
地
の
流

動
化
・
集
積
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
遊
休
農
地
の
解
消
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

﹁
ふ
る
さ
と
自
然
の
森
﹂は
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
多
く
の
方
に

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
景
観
や
安

全
面
で
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。︵
農
林
水
産
業
費
︶

答
弁 

伐
採
や
下
刈
り
等
を
計
画
的

に
行
い
、
回
遊
を
楽
し
む
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
と
し
て
、
里
山
保

全
事
業
や
遊
歩
道
の
維
持
管
理
を

進
め
て
い
き
た
い
。

町
全
体
の
大
き
な
祭
り
を
新
た
に

創
り
出
し
、
観
光
事
業
と
と
ら
え

ら
れ
る
か
。︵
商
工
費
︶

答
弁 

神
事
と
し
て
祭
り
は
各
地
区

に
あ
り
、
観
光
事
業
と
し
て
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　 職専免（職専…職務専念の略）
職務上必要な研修等を受けさせるため、通常勤務を一時的に免除すること
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町独自の思いきった施策がない

田母神節子議員

　町長の2009年度予算に対する所信表

明歳入歳出予算から、５点の問題点を指摘します。

１. 派遣切り、期間切りなど、職や住宅を失った人に

対する町独自の雇用策・住宅策、生活支援の独自策

がないこと。

２. 税の公平・公正の観点からも、同和対策事業関係

予算は終結（国では数年前に終結）し、差別のない

まちづくりを進めること。

３. 国の基幹産業である農業政策は、予算も削減の方

向で衰退が心配されること。

４. 高齢者対策も先進地から学ぶなどの思いきった独

自策（保健・福祉・医療の連携）がなく、生きがい

や元気で長生きするための具体策がないこと。

５. 未来を背負う子どもたちが、安心して生まれ、育

つ環境づくりに欠けていること。特に保育所は、国

の制度改正により今までよりも預けづらくならない

よう、関係諸団体・機関と話し合い、国へ意見を言

うべき。

前年度を上回る「積極型予算」を評価

本間登志子議員

　世界的な景気後退が見られる中、こども医療

費助成事業の充実、後期高齢者の健康診査の実施な

ど、子どもや高齢者への支援が拡充され、さらに親

学講座　の開催、太陽光発電設備の補助、中小事業

者への寄居町チャレンジ資金利子補助事業の新設な

ど、総額で前年度を上回る規模の「積極型予算」が

編成されました。町民生活の安定と福祉の向上に資

する予算として評価します。

即効性のある経済対策への取り組み
を強く要望

原口　孝議員

１. 名水100選等、町の貴重な資源を生かすこ

とが重要。エキナセア育成は基本計画をつくって取

り組むことが必要。

２ . 子育て支援体制の強化として次世代育成支援対策

行動計画は町民の声を聞いて充実した計画策定を。

３ . 男衾駅周辺地区都市計画事業を力強く推進すべき。

４ . 第　期資源循環工場には、県に協力しつつ安全・

安心と信頼関係の構築を。ホンダの稼働延期を期待

に変え、どう町民に還元できるかが重要。

５ . 職員の能力を生かし、町民サービスを充実してほ

しい。

　　予算案に経済対策が盛り込まれていないのが残念。

即効性のある事業への取り組みを強く要望します。

　 親学講座
「子どもにとって親はどうあるべきか」を考え、子育ての責務やその楽しさなどについて学ぶ講座

答
弁
す
る
津
久
井
町
長

答
弁
す
る
津
久
井
町
長

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
預
託
金
制

度
の
利
用
者
が
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。︵
商
工
費
︶

答
弁 

全
体
的
に
建
築
が
少
な
い
た

め
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
さ
ら
に

ピ
ー
ア
ー
ル
を
し
て
い
き
た
い
。

中
心
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て
、

寄
居
駅
南
地
区
沿
道
区
画
整
備
型

街
路
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
土
木
費
︶

答
弁 

現
在
、
推
進
委
員
会
が
組
織

さ
れ
、協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

委
員
会
等
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
事
業
計
画
を
見
直
す
た
め
の

業
務
委
託
料
を
予
算
措
置
し
た
。

ホ
ン
ダ
寄
居
新
工
場
の
稼
働
に
向

け
て
予
想
さ
れ
る
渋
滞
解
消
策
と

し
て
、
県
・
寄
居
町
・
小
川
町
に
よ

る
新
道
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、進
捗
状
況
は
。︵
土
木
費
︶

答
弁 

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

い
る
。町
道
２
２
７
号
線
︵
仮
称 

寄

居
・
小
川
地
区
道
路
︶
の
整
備
は
、
委

託
料
を
予
算
措
置
し
た
。

防
災
無
線
の
町
独
自
の
放
送
に
制

限
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
発
信
は
ど

こ
で
行
っ
て
い
る
の
か
。︵
消
防
費
︶

答
弁 

役
場
で
発
信
し
て
い
る
。
要

望
に
沿
っ
た
放
送
が
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
。

荒
川
南
地
区
に
消
防
署
が
必
要
と

考
え
る
が
、ど
う
か
。︵
消
防
費
︶

答
弁 

県
が
策
定
し
た
広
域
化
計
画

に
従
い
、
協
議
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
事
務
局
を
ど
こ
に
置

く
か
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
検

討
さ
れ
て
い
な
い
。

教
員
免
許
更
新
制
度
に
つ
い
て
伺

う
。︵
教
育
費
︶

答
弁 

35
歳
・
45
歳
・
55
歳
の
教
員

が
、夏
休
み
等
を
利
用
し
て︵
職
専

免
　
扱
︶、大
学
に
て
30
時
間
以
上

の
課
程
を
修
了
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

小
中
学
校
の
給
食
費
未
払
い
の
状

況
は
。︵
教
育
費
︶

答
弁 

平
成
19
年
度
は
、
計
74
人
で

１
５
９
万
５
１
０
０
円︵
小
学
校
44

人
・
88
万
７
８
０
０
円
、中
学
校
30
人
・

70
万
７
３
０
０
円
︶
で
あ
っ
た
。
平

成
20
年
度
に
つ
い
て
も
同
程
度
と

思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
Ὶ
そ
の
審
議
の
中

か
ら
Ὶ
い
く
つ
か
の
質
疑
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
Ί
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